
パソコンスキル・インターネット環境 （全学科・コース共通）

学習を進めるには、インターネットへの接続環境が整ったパソコンが必要です（５ページ「出願資格」参照）。

スキルレベル
文字入力や作成したファイルのアップロード、インターネット閲覧、メールの送受信等、基本的なパソコンやWebの
操作ができれば問題ありません。文字のコピー &ペースト、作成した文書や資料をPDFに変換（ファイル形式を指
定して保存）、Zoom（オンライン会議システム）でのファイル共有もできると良いですが、学習を進める中で慣れて
いっていただければ結構です。
入学後、新入生ガイダンス等でも本学学習システム利用に関する基本的な操作方法等について説明する機会を
設けます。その他ご不明な点がありましたら事務局までお問い合わせください。

推奨機材
画面の見やすさ（画面サイズ）や文字入力のしやすさ（キーボードの有無）を考慮してご自身に合った端末を選んでく
ださい。カメラ・マイクが使用できるパソコンを推奨します。基本的には事務作業向けのパソコンで十分です。パ
ソコン等については４月中をめどにご準備いただければ結構です。
※一部コースではパソコン機材の指定あり（31ページ「アプリケーションソフト等」参照）。

システム要件
デバイス 対象OS ブラウザ

Windows PC Windows 10、11
Google Chrome（推奨）
Microsoft Edge

Mac PC Mac OS 10.14 Mojave 以降
Google Chrome（推奨）
Safari

iPhone・iPad iOS 12 以降
Google Chrome（推奨）
Safari

Android端末 Android 7 以降 Google Chrome（推奨）

※ブラウザはいずれも最新版を使用してください。
※ブラウザの設定で、Cookieを有効にする必要があります。Cookieが無効の場合、airUの一部が正常に動作しない場合があります。
※今後のOSやブラウザ、本学システムのバージョンアップに伴い、システム要件も変更となる場合があります。

アプリケーション

レポート作成にあたってはそれなりの長文を執筆しますので、Word等のテキストエディタを使用できると良いでしょ
う。一部の遠隔スクーリングや対面相談等ではオンライン会議システムの「Zoom」も使用します。最新のシステ
ム要件については以下ZoomのWebサイトをご確認ください。
なお、コースによっては特殊なアプリケーションを使用するなど、別途要件を指定しています（31 〜 34ページ参照）。
　・Zoom　ヘルプセンター＞はじめに（https://support.zoom.us/）

インターネット環境

Web利用にあたっては別途通信料がかかります。定額の高速光回線を推奨します。

システムの言語環境

海外でパソコンをご利用の場合は、日本語版OSのみご利用いただけます。また、ブラウザの設定も日本語に設定
していただく必要があります。タブレットやスマートフォンの場合は、言語環境を日本語に設定していただく必要があ
ります。
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⑤パソコンスキル・インターネット環境（全学科・コース共通）  38ページ参照

入学するコースによってパソコンや用意していただくアプリケーションソフトの指定があります。
「⑥アプリケーションソフト等」の該当コース箇所をご確認ください。

写真コース
パソコンを利用する対面スクーリング（1年次科目〜）では、各自使用するカメラのメーカーが指定する動作環境以
上の機能を備えたノート型パソコン（Mac推奨）の持参が必要となり、科目によって事前にRAW現像ソフトや画像
編集ソフトのインストールが必要です。パソコンやカメラは、入学前に揃えておく必要はありません。入学後のガイ
ダンスで説明を行う予定です。以下は必要となるパソコンのスペック、デジタル一眼カメラ、その他機材です。

パソコン アプリケーションソフト

【Mac】推奨
ノート型パソコン
（対面スクーリングはノート型パソコンの持参が必要となります）
● OS

Mac OS（インストールするアプリケーションソフトの最新バージョンに対応した
もの）

● 機種
　MacBook Pro（5年以内に発売されたシリーズを推奨）
　MacBook Air（M1チップ搭載以降を推奨）
● メモリ

最小 ： 8GB（16GB以上推奨）
● 内蔵ストレージ

256GB以上推奨

● Adobe Creative Cloud推奨
（Photoshop、Bridge、Lightroom Classic、
  Premiere Pro）の最新バージョン（学生・教職員 
  向けソフトあり）

● セキュリティ対策ソフト（有償版）

※遠隔授業の受講時には、大容量のデータを送受信することのできる通信環境が必要です（光回線推奨）。
　ダウンロード ： 250Mbps以上
　アップロード ： 100Mbps以上

● デジタル一眼カメラ（ミラーレスを含む）／次の機能をすべて満たすものが必要です。
レンズを外した状態でシャッターが切れる（撮影ができる）もの／マニュアル機能がついているもの（絞りとシャッタースピードが
個別に設定できること）／マニュアルフォーカスがついているもの（オートフォーカスだけでなく、自分でピントを設定できる機能
がついているもの）／撮像素子（CMOSやCCD）のサイズがマイクロフォーサーズ以上のもの／レンズ交換ができるもの／
画素数が1,000万画素程度以上のもの／ RAWデータの撮影ができるもの／シンクロ接点もしくはホットシューがついてい
るもの（ストロボの接点がついていること）／三脚をとりつけるねじ穴のついているもの　※主なメーカー ： キヤノン、ニコン、 
ソニー、オリンパス、ペンタックス、パナソニック、ライカ、富士フイルム等

● レンズ／標準ズームレンズ（広角、標準、望遠域をカバーしていれば、ズームレンズでなく複数のレンズの組み合わせでも可）
● フード／各自のレンズ専用のもの
● レリーズ／各自のカメラ専用のもの（リモコン／アプリでも可）
● 三脚
※スクーリング（3年次科目〜）では、テザー撮影が可能な一眼カメラが必要です。

⑥アプリケーションソフト等（一部コースは指定あり）

入学後のガイダンスでパソコン、アプリケーションソフトの購入やインストール等に関する説明を行う予定です。
必ずしもすべてを入学前に揃えておく必要はありません。以下は必要となるパソコンのスペックです。
パソコンのシステム要件等は38ページをご確認ください。
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グラフィックデザインコース
パソコンを利用する対面スクーリング（１年次科目〜）ではノート型パソコンが必要です※。パソコンは必ずしも入学
前に揃えておく必要はありません。入学後のガイダンスでパソコン、アプリケーションソフトの購入やインストール等
に関する説明を行う予定です。なお、まだパソコンをお持ちでない方には、Macの購入を推奨しています※。以下
は必要となるパソコンのスペックです。
またWeb教材や事前課題出力のためにプリンター（A3サイズ推奨、A4サイズでも可）も必要です。
※コースの授業や教材はMacの環境に準拠しています。

パソコン アプリケーションソフト

ノート型パソコン
（対面スクーリングはノート型パソコンの持参が必要です。）
【Mac （推奨）】
● 機種
　MacBook ProまたはMacBook Air
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの必要システ
ム構成に準拠してください。

【Windows】
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの必要システ
ム構成に準拠してください。

● Adobe Creative Cloudの最新バージョン（学生・
教職員向けソフトあり）

● MORISAWA PASSPORT（アカデミック版モリサ
ワ認定校用）

● セキュリティ対策ソフト（有償版）

● 必要システム構成はAdobe社のWebサイト（https://adobe.com/jp/）にてご確認ください。
・ 各種アプリケーションソフトのバージョンおよび必要なスペックは、メーカーの都合により変更になることがあります。
・ パソコンスペックの詳細はパソコンメーカー、販売店等へお問合せください。

建築デザインコース
パソコンを利用するCADのスクーリング（2年次科目）ではノート型パソコンとCADソフト（AutoCAD）が必要です
が、2年次スクーリング科目のため入学前に揃えておく必要はありません。入学後のガイダンスでパソコン、アプリ
ケーションソフトに関する説明を行う予定です。以下は必要なパソコンのスペックです。
またWeb教材や事前課題出力のためプリンター（A3サイズ推奨、A4サイズでも可、カラー印刷推奨、A3スキャ
ナー推奨）も必要です。遠隔スクーリングの受講を予定している場合は、課題提出のため、上記に加えてA3スキャ
ナーが必要です。プリント、コピー、スキャンができるインクジェットプリンター A3複合機の購入を推奨します。

パソコン アプリケーションソフト

【Windows】
ノート型パソコン
（CADの対面スクーリングはノート型パソコンの持参が必要です）
● システム構成

CPU、OS、メモリ、表示解像度、ディスプレイカード、ディスク空き容量等とも
にインストールするアプリケーションソフトの動作環境に準拠してください。

【Mac】
ノート型パソコン
● 機種
　MacBook ProまたはMacBook Air
● システム構成

CPU、OS、メモリ、表示解像度、ディスプレイカード、ディスク空き容量等とも
にインストールするアプリケーションソフトの動作環境に準拠してください。

● AutoCAD（CADソフト）の最新バージョン
● セキュリティ対策ソフト（有償版）

● 必要なシステム構成はAUTODESK社のWebサイト（https://www.autodesk.co.jp/）にてご確認ください。
・ AutoCADのバージョンおよび必要なスペックは、メーカーの都合により変更になることがあります。
・ パソコンスペックの詳細はパソコンメーカー、販売店等へお問合せください。

※CADソフトの使い方を学ぶ科目を遠隔受講する場合はデュアルディスプレイ環境が必要です。
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ランドスケープデザインコース
パソコンを利用する対面スクーリング（１年次科目〜）ではノート型パソコンの持参が必要です。パソコンは必ずし
も入学前に揃えておく必要はありません。入学後のガイダンスでパソコン、アプリケーションソフトの購入やインス
トール等に関する説明を行う予定です。以下は必要となるパソコンのスペックです。またWeb教材や事前課題
出力のためにプリンター（A3サイズ推奨、A4サイズでも可）も必要です。

パソコン アプリケーションソフト

【Windows】
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの動作環境に
準拠してください。 ● AutoCAD（CADソフト）の最新バージョン

● Adobe Creative Cloudの最新バージョン（学生・
教職員向けソフトあり）

● セキュリティ対策ソフト（有償版）

【Mac】
● 機種
　MacBook ProまたはMacBook Air
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの動作環境に
準拠してください。

● 必要なシステム構成は以下よりご確認ください。
・Adobe Creative Cloud ： Adobe社のWebサイト（https://www.adobe.com/jp）
・AutoCAD ： Autodesk社のWebサイト（https://www.autodesk.co.jp）

・ 各種アプリケーションソフトのバージョンおよび必要なスペックは、メーカーの都合により変更になることがあります。
・ パソコンスペックの詳細はパソコンメーカー、販売店等へお問合せください。

空間演出デザインコース
パソコンを利用するスクーリング（１年次科目〜）ではノート型パソコンが必要です※。パソコンは必ずしも入学前に
揃えておく必要はありません。入学後のガイダンスでパソコン、アプリケーションソフトの購入やインストール等に関
する説明を行う予定です。なお、まだパソコンをお持ちでない方には、Macの購入を推奨しています。以下は必要
となるパソコンのスペックです。
またWeb教材や事前課題出力のためにプリンター（A3サイズ推奨、A4サイズでも可）も必要です。
※遠隔スクーリングのみで卒業される方はその限りではありません。

パソコン アプリケーションソフト

【Mac】
● 機種
　MacBook ProまたはMacBook Air
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの動作環境に
準拠してください。

● AutoCAD（CADソフト）の最新バージョン
● Adobe Creative Cloudの最新バージョン（学生・

教職員向けソフトあり）
● SketchUp（3Dモデル作成ソフト）の最新バージョ
ン（教育用ライセンスあり）

● セキュリティ対策ソフト（有償版）
【Windows】
● システム構成

CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの動作環境に
準拠してください。

● 必要なシステム構成は以下よりご確認ください。
・Adobe Creative Cloud ： Adobe社のWebサイト（https://www.adobe.com/jp）
・SketchUp ： アルファコックス社のWebサイト（https://www.alphacox.com）
・AutoCAD ： Autodesk社のWebサイト（https://www.autodesk.co.jp）

・ 各種アプリケーションソフトのバージョンおよび必要なスペックは、メーカーの都合により変更になることがあります。
・ パソコンスペックの詳細はパソコンメーカー、販売店等へお問合せください。
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⑦その他の費用
備考

郵便・宅配便代
課題提出・返却時に郵便・宅配便代がかかります。
レポート（100g以内）の場合、第四種郵便の適用で、１通15円です。
※日本画コース・洋画コース・陶芸コースの作品の宅配便代は、作品サイズによって大型商品扱いとなる場合があります。

交通費・宿泊費 居住地やコース、受講科目によっては、スクーリング会場までの交通費や宿泊費がかかります。

イラストレーションコース
パソコン アプリケーションソフト

【Windows ／ Mac】
ノート型、デスクトップ型いずれも可。
● メモリ
　推奨 ： 8GB以上
● システム構成
　CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリケーションソフトの必要システム構
成に準拠してください。

● Adobe Creative Cloudの最新バージョン
（学生・教職員向けソフトあり）

● CLIP STUDIO PAINT PROまたはEX
● セキュリティ対策ソフト（有償版）

※必要システム構成はAdobe社のWebサイト（https://adobe.com/jp/）、CELSYS社のWebサイト（https://www.clipstudio.net/ja/）にてご確認ください。

映像コース
入学後のガイダンスでパソコン、アプリケーションソフトの購入やインストール等に関する説明を行う予定です。 
必ずしも入学前に揃えておく必要はありません。以下は必要となるパソコンや機材のスペックです。
撮影や編集を伴う科目では、各自カメラ機材（スマートフォン、タブレット、デジタル一眼カメラ、ビデオカメラ等）と 
動画編集ソフトをパソコンやスマートフォンにインストールしてください。

パソコン アプリケーションソフト

【Windows ／ Mac】
ノート型、デスクトップ型いずれも可。
● メモリ
推奨 ： 16GB以上
● システム構成
　CPU、OS、メモリ、すべてインストールするアプリーケーションソフトの動作環境に準
拠してください

以下①~③の最新バージョンを準備してくだ
さい。

①  Adobe Creative Cloudコンプリートプラン 
（Premiere Pro、After Effects、Photoshop、 
Illustrator）（学生・教職員向け価格での販
売あり）

② Blender（無償）

③ セキュリティ対策ソフト（有償版）

● 必要なシステム構成は以下よりご確認ください。 
・Adobe社のWebサイト（https://www.adobe.com/jp）
・Brender（https://www.blender.org/）

・ 各種アプリケーションソフトのバージョンおよび必要なスペックは、メーカーの都合により変更になることがあります。
・ パソコンスペックの詳細はパソコンメーカー、販売店等へお問合せください。

● 動画撮影用機材とデータの取り扱い
スマートフォン、タブレット、デジタル一眼カメラ、ビデオカメラ等
動画編集に用いる素材を撮影する［ 1 ］もしくは［ 2 ］の機材が必要となります。いずれの場合も、動画のサイズがフルHD

（1920×1080）以上、フレームレートが60fpsまで撮影可能でMP4もしくはMOV形式でデータを書き出し可能な機材を準備
してください。

［ 1 ］ スマートフォン、タブレット
スマートフォンやタブレットで撮影しする場合は、そのままそのデバイスで編集する、もしくは撮影データをパソコンに取り込んで編
集することになります。前者の場合は、完成したデータを、後者の場合は撮影したデータをパソコンに取り込めるようにしておい
てください。（機材によってパソコンとの接続ケーブルが必要となることがあります。）

［ 2 ］ デジタル一眼カメラ、ビデオカメラ
カメラ機材で撮影する場合は、撮影したデータをパソコンもしくはスマートフォンへ取り込み編集することになります。記録メディ
アの使用やケーブルを用いた機材との接続が必要となることがありますので、自身でデータを取り込む方法を調べておいてくださ
い。（機材によってパソコンとの接続ケーブルが必要となることがあります。）
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